
Q&A　よくあるご質問

Ｑ１
標識の大きさは標準デザインに表示され
ている寸法にしなくてはならないのです
か？

Ａ１

標準デザインは標準的な標識を描いています。設
置される現地に状況に合わせて寸法は設置者が決
めてください。ただし、公園全体での統一を図る
ために、デザインが大きく異なるものにならない
ようにしてください。

Ｑ２
文字の大きさは標準デザインに表示され
ている大きさにしなくてはならないので
すか？

Ａ２

標準デザインは標準的な標識を描いています。設
置される現地の状況に合わせて文字の大きさは設
置者が決めてください。ただし、公園全体での統
一を図るために、デザインが大きく異なるものに
ならないようにしてください。

Ｑ３
標準デザイン（Ａ～Ｃ）の標識は木材を
使っているようですが、木材でなくては
ならないのですか？

Ａ３

標識本体の材料は、木材を基本としますが、現地
の状況により木材では問題がある場合は、石材、
鋼材、樹脂製等も使用できます。なお、表示板
は、木材、アルミニウム、ステンレス等の金属又
は樹脂製を使用できます。

Ｑ４
標識の形状は、標準デザインに示されて
いるＡ～Ｄの４種類のみですか？

Ａ４

公園全体で統一を図るために、標識の形状はＡ～
Ｄの４種類としていますので、このなかから現地
の状況にあわせて選択してください。なお、支柱
の形状を変更することは認められますが、表示板
の形状は変更しないでください。

Ｑ５
標識の地下部の構造は決まっているので
すか？

Ａ５
決まっていません。現地の状況に合わせて設置者
が決めてください。

Ｑ６
標準デザイン（Ａ及びＢ）では支柱の頂
部に黄色のキャップがついていますが、
必ず付けなくてはならないのですか？

Ａ６

基準では支柱の頂部に黄色（DIC637に準じた色
彩）のアイキャッチを表示することになっていま
す。標準デザインでは市販されているキャップを
描きましたが、必ずしもキャップである必要はあ
りません。支柱頂部を塗装することも可です。ま
た、支柱の形状・材料によってアイキャッチの表
示が困難な場合や現地の状況から必要がないと判
断される場合は、支柱頂部のアイキャッチは省略
することができます。

Ｑ７
アイキャッチの位置や大きさを変えるこ
とはできますか？

Ａ７

現地に状況に合わせて標識の寸法や形状は変更可
能ですので、アイキャッチの大きさも変更可能で
す。ただし、公園全体での統一を図るため、デザ
インが大きく異なるものにならないようにしてく
ださい。

Ｑ８
標識の設置費用を寄付していただいた企
業のロゴマークを表示することはできま
すか？

Ａ８

設置費用負担者のロゴマーク、会社名等を表示す
ることは可能です。商品名は表示できませんが、
会社名の代わりにブランド名等を表示することも
可能です。詳しくは基準の５．３）※６をご確認
ください。

Ｑ９
行き先（目的地）までの所要時間（コー
スタイム）を表示してもいいですか？

Ａ９
登山の場合は行き先までの移動に掛かる時間は個
人差が大きく、トラブルの原因になり得ますので
表示しないでください。

Ｑ１０
今設置されている標識も基準に合うよう
に新しく建て替えなくてはならないので
すか？

Ａ１０

既に設置されている標識をすぐに基準に合わせて
建て替える必要はありません。しかし、公園全体
での統一を図るため、基準に沿ったものに改修や
更新されることが望ましいと考えています。

Ｑ１１
基準の見直しや変更はどのように行われ
ますか？

Ａ１１
中部山岳国立公園登山道標識デザイン統一化検討
会の意見を踏まえ、長野自然環境事務所で行いま
す。

Ｑ１２
基準に沿った標識なら、設置にあたり自
然公園法の許可申請等は不要ですか？

Ａ１２

基準に沿った標識であっても自然公園法の手続き
は必要です。設置者や設置場所によって手続きが
異なりますので、詳しくは自然保護官事務所等に
お問い合わせください。

※本文において「基準」とは「中部山岳国立公園登山道標識統一デザイン基準」を指します。
※本文において「標準デザイン」とは「中部山岳国立公園登山道標識統一デザイン基準」に添付の「標準デザイ
ン」を指します。
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